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★ 朗 読【権田 喜代様】【関根 洋子様】 

【高橋 政子様】 

４月 ８日（火）１３時３０分～ ２階 

４月１１日（金）１５時３０分～ ２階 

４月２２日（火）１５時３０分～ ２階 

４月２５日（金）１５時３０分～ ３階 

 

介護老人保健施設いづみケアセンター 

〒355-0807 埼玉県比企郡滑川町和泉 873
TEL0493-56-6123  FAX0493-56-6124いづみのホームページ http: //www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

■ 埼玉県から表彰されました 

■定例催し物 

★書道教室【大倉 佳子先生】 

 ４月１４日（月） 

    ４月２１日（月） 

２階 １３時３０分 ～ 

 

★折紙教室【田中 三枝子先生】 

      ４月 ２日（水） 

        ２階 １３時３０分 ～ 

 

★編物教室【梶谷 和子先生】 

      ４月１５日（火） 

      ４月２２日（火） 

        ２階 １３時３０分 ～ 

 

★詩吟教室【佐藤 譲先生】 

 ４月２３日（水） 

２階 １３時３０分～ 

 

★陶芸教室【斎藤 勝義先生・梶谷 和子先生】 

      ４月２５日（金） 

        ２階 １３時３０分～ 

■４月の趣味の教室 

“海賊”に魅せられて 

編 集 後 記 

 

４月から新年度がスタートした。消費税増税をはじめ、施設を取り巻く経営環境も

厳しくなっている。問題解決の為に、時には大胆な発想と思い切った決断も必要とな

るであろう。 
 その「大胆な発想と思い切った決断」で思い出したことがある。「題名のない音楽

会」という番組をご存知であろうか。放映を毎回楽しみにしている方も多い事であろ

う。実はこの番組の構成には大きな特徴がある。番組の途中でコマーシャルが入らな

いのだ。民放の番組であるにも拘らずである。その理由は、番組スポンサーを出光興

産が一社で務めていることと深く関係する。出光興産の創業社長である出光佐三氏の

「芸術に中断は無い」という考えに基づいているのだという。何と素敵な考え方、判

断であることか・・・。 
 出光佐三氏は、作家「百田尚樹氏」が“海賊とよばれた男”という作品でモデルに

取り上げ、この小説が昨年度の本屋大賞を受賞したこともあって一躍有名になった。

出光佐三氏がどの様な人物であったのか、どうか多くの方に百田氏の著書“海賊とよ

ばれた男”をご一読頂きたいと願っている。何故“海賊”とよばれたのか、ご自身で

確かめて頂きたい。作品には出光佐三氏の多くのエピソードが記されているが、私が

ここでお伝えしたいことは『社員は家族』という氏の言葉である。先の大戦後の荒廃

した日本にあって、するべき仕事も無い中、社員を誰一人として解雇しなかったとい

う事実。可能な限りの借金をして、自宅待機となっている社員全員に給料を払い続け

たという事実。「心から社員を思い、愛していたからこその言葉」であり、「心から社

員を思い、愛していたからこその行動」であろう。“経営者たる者かくあるべし”で

ある。 
 翻って私自身はどうか。施設長として組織を束ね、率いていく人間性や品格、決断

力や実行力、強靭な精神性を兼ね備えているだろうか。自問自答の中で、己の未熟さ

を突き付けられるばかりである。そんな私を日々支えてくれている当施設の全職員

に、心から感謝申し上げたい。新年度始動に当たり、使命感をもって職務に精励する

と共に、この国の介護の在り方を創り出す一翼を担うことをお約束したい。 
 当施設は高き理想を掲げ、歩みを進めて参ります。利用者様におかれましては、施

設運営に対する深いご理解と温かいご支援を賜ります様、お願い申し上げます。 
 

■消費税率改定に関するお知らせ 

施設長 内田 三千則 

平成２６年４月１日より消費税率が現行の５％から

８％に改定されます。その為、保険外となる費用の消費税

につきましては税率８％となります。 
尚、消費税率改定に伴い、介護報酬も引き上げとなり、

利用料の自己負担分に於いても若干の増額となります。 
皆様にはご理解賜ります様、お願い申し上げます。 

■４月の行事予定 

★ 音楽ボランティア 宮岡さん、松田さんによる 

  スプリングコンサート 

 

４月１６日（水）２階機能訓練室 １３時３０分～ 

編集責任者 金子 弘幸 

春風に誘われて、どこかへ出かけたい気分になり

ます。皆さん、ゴールデンウィークの予定はもう立

ちましたか？。 

■職員「金子遼さん」会長特別賞を受賞！ 

長距離ランナーとして国内や世界の大

会で活躍されている当施設フードサービ

ス部職員「金子遼さん」が、公益財団法

人埼玉県体育協会の、会長特別賞を受賞

しました。金子さん、おめでとうござい

ます。 金子遼さん 

２月１２日、当施設が「職員の確保・定着のために優れ

た取り組みを行った事業所」として埼玉県の表彰を受けま

した。写真は表彰式での上田清司知事と入所課橋本さんの

ツーショットです。 

■名画（レプリカ）を６点購入致しました 

「羊飼いの少女」 
ミレー(1814～1875) モネ(1840～1926) 

「日傘をさす婦人」 「糸杉と星の道」 
ゴッホ(1853～1890) 

ミレー(1814～1875) 
「晩鐘」 「家族の散歩道」 

ゴーギャン(1848～1903) 
「花瓶の花」 

モネ(1840～1926) 

昨秋行われた滑川祭りにバザーで出店し、その収益金

で名画を 6 点購入致しました。施設へお越しの際は、

是非ご鑑賞下さい。 



Q:うちのおじいちゃんは介護保険が使えるのかしら？ 
A:６５歳以上であれば役所に申請して「介護」や「支援」の認定が出れば利用できます。また４０

歳～６４歳の方でも特定疾患がある場合には、申請ができます。  
 
Q:入院中だけど、退院の話がでたらどうしよう・・・家で見られるかが心配・・・ 
A:病院退院後の生活を病院スタッフと連携して一緒に考えます。 
 
Q:足腰が弱ってきたけどベッドや杖ってどうやって借りるの？ 
A:介護認定の結果により、安全に生活する為のものがレンタル・購入できます。  
 
Q:玄関の上がり框に上がるのが大変になってしまって、何か方法はあるの？ 
A:移動に危険が無いように住宅改修の相談にのります。 
 
Q:家のお風呂の浴槽に入るのが大変で、楽に入る方法はあるのかな？ 
A:安全に入浴できる為の滑り止めマットや特殊な椅子の購入ができます。 
 
Q:リハビリをしてもう少し歩けるようになりたいけど、どうしたらいいでしょう。 
A:通所や訪問でリハビリが出来る事業所を紹介します。 
 
Q:手が不自由で調理や掃除が出来なくなってしまって困っています。 
A:家事の手助けができる訪問ヘルパーの紹介ができます。 
 

介護のことで悩んだら 

０４９３－５７－２２２６ へお電話下さい。 

 
私たちが全力でサポート致します！ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特集！！ 居宅介護支援事業所とは？！ 

①氏名 ②職種 ③好きな食べ物④趣味 ⑤ひと言メッセージ 

 
 
 
 
 
通所課の活動の集大成ともいえる毎年恒例となった「お茶の

子彩祭」が開催されました。書道、絵画、俳句、つるし雛、折

紙、生け花、多種多様の作品が展示されました。男性利用者様

による木工作品も年々精巧度が増し、商品として販売可能な程

の高い完成度を見せています。正に職人を思わせる技。早くも

次の作品作りの話題で盛り上がっています。 

３月２４日（月）～２９日（土）通所「文化祭」 

 

～ 介護百人一首に４名が入選 ～ 

毎年、埼玉県介護老人保健施設協会募集している介護百人一首に今回も当施設から“優秀賞”を受賞しました。こ

こに４名の受賞作品をご紹介させて頂きます。 

～ 埼玉県介護老人保健施設大会に参加 ～ 

平成 26 年 2 月 6 日（木）に

大宮ソニックシティに於いて

「第１９回埼玉県介護老人保健

施設大会」が開催されました。

当施設からは入所課 3 階 2 番館

の新井篤大さん（写真）が「暮

らしの中の笑顔を届けて～日々

の様子を家族様に伝える事の意

味～」というテーマで演題発表

を行いました。 

① 野田 裕子 

② 入所課・介護福祉士 

③ お寿司 

④ バイク・ドライブ 

⑤ 皆様宜しくお願いし

ます。 

① 久木野 桃子 

② リハビリテーション課

作業療法士 

③ 甘いもの 

④ アロマキャンドル作り 

⑤ 鹿児島出身です。皆様に

色々と教えて頂けたら

と思います。 

① 新井 泰香 

② 入所課・介護職 

③ 肉・魚・野菜・カレー

④ 出かける事・唄う事、

お酒を飲む事 

⑤ 介護職 2 年生です。元

気に頑張ります！ 

① 吉田 裕子 

② フードサービス部

栄養士 

③ サーモン、たらこ 

④ スノーボード 

⑤ 美味しい食事を提

供できる様に頑張

ります。 

① 朝比奈 由貴子 

② 入所課・介護福祉士

③ おもち 

④ ショッピング 

⑤ 明るく楽しく毎日

笑顔で頑張ります。

 今号の特集はいづみケアセンター内にあるもう一つの事業所「指定居宅介護支援事業所 いづみ」

（以下 居宅いづみ）のご紹介をさせて頂きます。 
居宅いづみは平成１８年３月１日に開設し、介護支援専門員（ケアマネージャー）は清水みゆき（精

神保健福祉士）、中小路淳子（介護福祉士）、秋池美香（看護師）の計三名です。サービスを提供でき

る地域は滑川町・東松山市・嵐山町・小川町・熊谷市・深谷市・寄居町です。毎年滑川町の介護予防

事業に協力し、健康に留意した「料理教室」や頭と体を使った「頭の体操教室」も実施しております。

今年も開催致しますので、ぜひご参加下さい。 
 さて、在宅介護を始めるにあたっては、何から始めていいのかわからない不安があると思います。

以下の通りご紹介させて頂きます。そんな時にはぜひ居宅いづみにご相談下さい。 

指定居宅介護支援事業所 いづみ 

服部 政子様（当施設利用者様） 
「喜寿過ぎて 余生の趣味に 墨絵かき 子等に残せる 思い出の軸」

秋池 美香さん（居宅いづみ ケアマネージャー） 
「しわしわの 苦労した手を 握りしめ わたしが力に なれたらと願う」  

小川 陽子さん（支援部事務課 事務員） 
「幼き日 繋いでくれた 優しい手 感謝を込めて 今私が引く」  

道  尚子さん（生活ケア部入所課 看護師） 
「枕元 小さな灯と 寝顔見て 一息つける 夜の静けさ」           

新井篤大さん


